
事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法
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情
報
公
開

事業の実施
状況及び実
施結果並び
に助成金の
使途に関す
る情報の公
開

情報の公開方法
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）※具体的な公開手段を記載してください。

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

※上記いずれかの公表が必要です。

通報窓口を弁護士事務所と
し、弁護士１名を配置

NFへの専門家指導・助言回数 回 回 ※統括団体のみ記載

人

専門家配置人数 1 人 1 人

研修会開催回数 回 回
※統括団体、JADA、JSAAのみ
記載

研修会参加人数 人

組織統治に向けた
自発的な取組み件数

10 件 13 件
※コンプライアンス委員会及
び内部通報制度の設置など

実
施
し
た
事
業
の
内
容

助成事業者における
カバナンスの課題

当団体が抱える課題は、強くなるためには暴力的な指導も認められるという考えの指導者が、いま
だに多くいることである。このような通報には、素早い調査、対応と再発防止対策を講じて、適切
に対応していくことが重要な課題と考える。

事業の内容

１　作成したパンフレット「柔道界からパワハラをなくそう」に内部通報制度（コンプライアンス
ホットライン）を掲載して、本事案の周知を図った。
２　本ホットラインの利用方法を記載した上記パンフレットを全柔連主催大会、都道府県柔道連盟
が行う大会プログラムに掲載して、多くの人の目にふれるようにした。
３「内部通報制度に関する規程」を改正（12月）して、郵送のみであった通報をメールも可能とし
て、本事業の利便性の向上を図った。

事業計画及び実績

年度当初計画 実績

事業名 コンプライアンスホットライン

事業の成果

ホットラインの周知と利便性の推進を図った。周知は全柔連の主催大会プログラムに「柔道目安
箱」「全柔連コンプライアンスホットライン」のページを設けて掲載した。また、パンフレット
「柔道界からパワハラをなくそう」に全日本柔道連盟「内部通報制度（コンプライアンスホットラ
イン）」を掲載し、ホームページからもダウンロードができるようにした。また、このパンフレッ
トを地方大会を含め各種大会プログラムに掲載して、多くの人の目に触れるようにした。
利便性は、従来、ホットライン受付は郵送によるものだけであったが、「内部通報制度に関する規
程」を改正（12月）して、メールでの受付も可能として利便性の向上に努めた。2018年度のホット
ライン受理件数は8件であった。昨年度に比して+4件、本年1～3月に4件の通報があった。メール利
用も1件あり周知と利便性の向上はしていると認められる。今後も本ホットラインの周知に努める
とともに、迅速、適切な対応に努めて、柔道界のコンプライアンス意識向上を強く推進していきた
い。

事業に対する評価

本事業は、利用者が通報窓口（弁護士）を経由するため、全柔連等に氏名を秘匿できる制度であ
り、通報者には利用しやすい制度といえる。2018年度はホットラインの周知と利便性の向上を図っ
た。今後、通報者の個人情報の保護、迅速、的確な調査に努めて、柔道界のコンプライアンス意識
向上につながる制度とすることが必要である。

事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
組織基盤強化事業

スポーツ団体ガバナンス強化事業

助成事業者名 公益財団法人全日本柔道連盟

行った 行わなかった

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

広報誌・会報誌等で公開

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

その他


